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11

進
水
装
置
及
び
離
脱
装
置
の
定
期
的
整
備

11.1

進
水
装
置
は
、

.1

こ
の
章
の
第
三
十
六
規
則
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
船
上
の
整
備
に
関
す
る
手
引
書
に
従
つ
て
整
備

す
る
。

.2

第
Ò
章
第
七
規
則
及
び
第
八
規
則
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
年
次
検
査
に
お
い
て
完
全
な
試
験
を
実

施
す
る
。

.3

.2
の
試
験
の
完
了
に
際
し
て
は
、
最
大
降
下
速
度
で
ウ
イ
ン
チ
の
制
動
装
置
の
動
的
試
験
を
行
う
。
適
用

さ
れ
る
荷
重
は
、
五
年
を
超
え
な
い
間
隔
で
、
定
員
及
び
艤ぎ

装
品
を
満
載
し
た
状
態
の
救
助
艇
の
全
質
量
の

一
・
一
倍
の
保
証
荷
重
に
よ
つ
て
試
験
が
実
施
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
乗
船
者
が
い
な
い
状
態
で
の
救

命
用
の
端
艇
又
は
救
助
艇
の
質
量
と
す
る
。

11.2

救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
離
脱
装
置
（
自
由
降
下
式
救
命
艇
の
離
脱
装
置
を
含
む
。）は
、

.1

こ
の
章
の
第
三
十
六
規
則
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
船
上
の
整
備
に
関
す
る
手
引
書
に
従
つ
て
整
備

す
る
。

.2

第
Ò
章
第
七
規
則
及
び
第
八
規
則
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
年
次
検
査
の
間
に
、
当
該
装
置
に
精
通

し
て
い
る
正
規
に
訓
練
を
受
け
た
者
に
よ
る
完
全
な
点
検
及
び
作
動
試
験
を
実
施
す
る
。

.3

離
脱
装
置
が
解
放
整
備
さ
れ
た
と
き
は
い
つ
で
も
、
艇
の
定
員
及
び
艤ぎ

装
品
を
満
載
し
た
状
態
の
艇
の
全

質
量
の
一
・
一
倍
の
負
荷
を
か
け
て
作
動
試
験
を
行
う
。
解
放
整
備
及
び
試
験
は
、
少
な
く
と
も
五
年
に
一

回
行
う
。

七
十
六

第
三
章
第
二
十
規
則
に
11.3
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

11.3

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
進
水
式
の
救
命
い
か
だ
の
自
動
離
脱
フ
ッ
ク
は
、

.1

こ
の
章
の
第
三
十
六
規
則
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
船
上
の
保
守
の
た
め
の
手
引
書
に
基
づ
い
て
保
守
を
行

う
。

.2

第
一
章
第
七
規
則
及
び
第
八
規
則
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
年
次
検
査
の
間
に
、
当
該
装
置
に
精
通
し
て
い

る
適
切
に
訓
練
を
受
け
た
者
に
よ
る
完
全
な
点
検
及
び
作
動
試
験
を
実
施
す
る
。

.3

自
動
離
脱
フ
ッ
ク
が
解
放
整
備
さ
れ
た
と
き
は
い
つ
で
も
、
定
員
及
び
艤ぎ

装
品
を
満
載
し
た
状
態
の
救
助

艇
の
全
質
量
の
一
・
一
倍
の
負
荷
を
か
け
て
作
動
試
験
を
行
う
。
解
放
整
備
及
び
試
験
は
、
少
な
く
と
も
五

年
に
一
回
行
う
。

七
十
七

第
三
章
第
二
十
一
規
則
1.2
の
柱
書
き
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

1.2

短
国
際
航
海
に
従
事
す
る
旅
客
船
に
は
、
次
の
こ
と
を
記
載
す
る
。

七
十
八

第
三
章
第
二
十
一
規
則
1.3
を
削
り
、
こ
れ
以
降
の
規
定
の
番
号
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
上
げ
る
。（
平
成
二
十
年
七

月
一
日
効
力
発
生
）

七
十
九

第
三
章
第
二
十
一
規
則
1.4
中「
い
か
だ
は
、」の
次
に「
す
べ
て
の
者
が
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
集
合
し
た
後
、」

を
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

八
十

第
三
章
第
二
十
一
規
則
2.3
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

2.3

救
命
艇
は
、
当
該
救
命
艇
、
そ
の
進
水
装
置
及
び
揚
収
装
置
が
救
助
艇
に
つ
い
て
の
要
件
に
も
適
合
す
る
場

合
に
は
、
救
助
艇
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

八
十
一

第
三
章
第
二
十
一
規
則
3.2
中
、「
で
第
Ó
e

一
章
第
六
規
則
５
に
規
定
す
る
区
画
の
特
別
基
準
に
適
合
す
る
も

の
」
を
削
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

八
十
二

第
三
章
第
二
十
六
規
則
2.5
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

2.5

ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
に
積
載
す
る
救
命
い
か
だ
に
は
、
い
か
だ
四
に
対
し
一
の
割
合
で
捜
索

救
助
位
置
表
示
装
置
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
装
置
は
救
命
い
か
だ
を
使
用
す
る
際
に
海
面
か
ら
一

メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
よ
う
に
い
か
だ
内
に
据
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
蓋
付
き
両
面
い
か

だ
に
あ
つ
て
は
当
該
装
置
は
遭
難
者
が
た
や
す
く
見
つ
け
、
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
該
装
置
は
、
い
か
だ
を
使
用
す
る
際
に
手
で
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
該
装
置
を
付
け
た
救
命
い
か
だ
の
容
器
は
明
確
に
表
示
す
る
こ
と
。

八
十
三

第
三
章
第
二
十
六
規
則
3.1
中
「
機
関
の
採
択
す
る
勧
告
を
考
慮
し
主
管
庁
の
承
認
す
る
」
を
「
コ
ー
ド
の

5.1.4

の
規
定
に
適
合
す
る
」
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

八
十
四

第
三
章
第
二
十
六
規
則
3.2
中
「
主
管
庁
の
承
認
す
る
」
を
「
コ
ー
ド
の

6.1.7
の
規
定
に
適
合
す
る
」に
改
め
る
。

（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

八
十
五

第
三
章
第
三
十
一
規
則
1.1
中
、
.2
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.2

さ
ら
に
、
コ
ー
ド
の
4.2
及
び
4.3
の
規
定
に
適
合
す
る
質
量
百
八
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
一
又
は
二
以
上

の
膨
脹
式
又
は
固
定
式
救
命
い
か
だ
で
あ
つ
て
単
一
の
開
放
さ
れ
た
甲
板
の
高
さ
に
お
い
て
、
片
舷げ
ん

か
ら
他

舷げ
ん

へ
容
易
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
積
み
付
け
た
、総
乗
船
者
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

救
命
い
か
だ
が
質
量
百
八
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
で
な
く
、
単
一
の
開
放
さ
れ
た
甲
板
の
高
さ
に
お
い
て
、

片
舷げ

ん

か
ら
他
舷げ
ん

へ
容
易
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
積
み
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
各
舷げ
ん

に
お

い
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
全
収
容
能
力
は
、
総
乗
船
者
を
収
容
す
る
た
め
に
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

八
十
六

第
三
章
第
三
十
一
規
則
1.3
中
、
.2
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.2

1.3.1
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
救
命
い
か
だ
が
質
量
百
八
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
つ
て
単
一
の
開

放
さ
れ
た
甲
板
の
高
さ
に
お
い
て
片
舷げ
ん

か
ら
他
舷げ
ん

へ
容
易
に
移
動
し
得
る
位
置
に
積
み
付
け
ら
れ
て
い
な
い

も
の
の
場
合
に
は
、
各
舷げ
ん

の
合
計
収
容
能
力
が
総
乗
船
者
数
の
百
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
数
の
乗
船

者
を
収
容
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
る
よ
う
に
追
加
の
救
命
い
か
だ
を
積
載
す
る
。

八
十
七

第
三
章
第
三
十
一
規
則
1.3
中
、
.4
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.4

救
命
用
の
端
艇
及
び
い
か
だ
の
い
ず
れ
か
一
が
喪
失
し
、
又
は
使
用
不
能
に
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

各
舷げ
ん

に
総
乗
船
者
を
収
容
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
る
使
用
可
能
な
救
命
用
の
端
艇
及
び
い
か
だ
（
単
一
の
開

放
さ
れ
た
甲
板
の
高
さ
に
お
い
て
、
質
量
百
八
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
つ
て
片
舷げ
ん

か
ら
他
舷げ
ん

へ
容
易
に

移
動
し
得
る
位
置
に
積
み
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。）を
積
載
す
る
。

八
十
八

第
三
章
第
三
十
一
規
則
1.7
の
次
に
1.8
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

1.8

1.1
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
千
六
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
第
九
章
第
一
規
則
６
に
定
義
す
る
ば

ら
積
み
貨
物
船
は
、
1.2
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
。

八
十
九

第
三
章
第
三
十
一
規
則
２
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

救
命
艇
は
、
当
該
救
命
艇
、
そ
の
進
水
装
置
及
び
揚
収
装
置
が
救
助
艇
に
つ
い
て
の
要
件
に
も
適
合
す
る
場
合
に

は
救
助
艇
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

九
十

第
三
章
第
三
十
二
規
則
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
及
び
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力

発
生
）

３

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ

3.1

こ
の
３
の
規
定
は
、
す
べ
て
の
貨
物
船
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
二
千
六
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ

れ
た
貨
物
船
は
、
二
千
六
年
七
月
一
日
以
後
の
最
初
の
安
全
設
備
検
査
ま
で
に
3.2
か
ら
3.5
ま
で
の
規
定
に
従
う

も
の
と
す
る
。
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